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基 研 研 究 会 報告
｢統計力学 に お け る基 礎 的 諸 問 題 ｣
頗記研究会が 2月 1,2,5日基1酢におゝいて開かれた｡最近の基研 の研究会
は比較的テ ーマをしぼ った project的な ものが多 く覆 っているが ,これ とは
逆 qC種 々の領域 の研究者が自由に意見 を交換 しあい ,今後の研究方向 ,問題点
を見定めて行 くよ うな会 を開 くことが主 旨セあ ったOた ゞし短い会期中 に 余 り
にも興味の中心が発散 しないために一応
1) 多粒子系にお､ける秩序 ,お よび相変化のあり方 lC対する基礎的問題
2) 従来の統計力学の適用限界 とその拡張qe.関する問題
を中心テーマに取上げ ,世話人からの依頑講演 として ｢相変化の諸問題 ｣(森
肇 );｢融解の理論 ｣(松田博嗣 );｢非平衡定常状態 ｣(桧原武生 );掃中経
系の問題｣(斉藤信彦 )を予定 したO 以下UC掲げ るように種 々の興味ある研究発
表 O報告が行なわれ ,高額夜問題点指摘が行 なわれた｡.今後の研究方向につい
て ,特 にま とま った共通の見解が得 られたわけではないが ,新 しい分野 が表わ
れつつ も ,どれが稔 りある道 に通 じているか判然 としないのがむ しろ現状 であ
って ,参加者は各 自各様 の将来計画 を輝 に して帰 られた事 と想像す るo散会級
講演者よ り送 られた講演内容原稿の短 日は次の通 りであるO
1. -次元系 における相転移 と秩序 東大理 高徳 実
2. -次元 王sing模型の状態和の零点分布
一 第 2近接相互作用を有するS弓 の系および一般の
Sの場合 -
東北大工 桂 重俊 大南正人
5. Theorems for theAnisotropicijleisenberg Ferromagnet
東大教養 浅野太郎
4.高温'fleisenberg蒋性体の2時間スピン相関函数-
5. 強誘電体 ｡磁性体の dynamics
一缶1-
東北大工 ,オ-イオ大 守田 徹























研究会世話人 森 肇 ｡松原武生
松田博嗣
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